
公益社団法人土浦法人会女性部会規約 

第１章  総  則 

（名  称） 

第１条 本会は、公益社団法人土浦法人会女性部会（以下「本会」という。）と称する。 

（事務所） 

第２条 本会の事務所は、公益社団法人土浦法人会（以下「法人会」という。）事務所内に

置く。 

第２章 目的及び事業 

（目 的） 

第３条 本会は、法人会員企業に関係する女性の特性を活かし、税務、経理、経営等の自主

的研修などを行い、部会員相互の親睦をはかり、もって、企業経営の発展に資する

とともに、法人会の事業を積極的に支援し、その発展に寄与することを目的とする。 

（事 業） 

第４条 本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

（1） 税務、税制及び経営上必要な説明会、研修会、研究会、講演会等を開催すること。 

（2） 懇親会その他親睦事業を開催すること。 

（3） 法人会の会員増強運動をはじめ、法人会及び各地区会の行なう種事業を積極的し支

援し、その目的達成に協力すること。 

（4） 上部団体及び友誼団体で開催する事業に参加すること。 

（5） その他目的達成に必要な事業 

第３章 会  員 

（会員の資格及び入会） 

第５条 本会の会員たる資格を有する者は、法人会に所属する会員企業の女性であり、か 

つ本会の目的及び事業活動に賛同する者とする。 

２ 本会の部会員になろうとする者は、所定の手続により、入会することができる。 

（退  会） 

第６条 本会を退会しようとする者は、所定の手続きにより退会することができる。 

第４章 役   員 

（役員の種類） 

第７条 本会に次の役員を置く。 

（1）部会長     １名 

（2）副部会長   若干名 

（3）理事     若干名 

（4）監事      ２名 

（役員の選任） 

第８条 部会長、副部会長並びに理事及び監事は、総会において部会員の中から選任する。 

（役員の任期） 

第９条 役員の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する総 

会の終結までとする。ただし、重任を妨げない。 

  ２ 増員又は補欠のために選任された役員の任期は、第１項本文の規定にかかわらず、 



それぞれ現任者又は前任者の残任期間とする。 

  ３ 役員は、その任期が満了した後においても、後任者が就任するまでは、その職務 

を行うものとする。 

（役員の職務） 

第１０条 部会長は本会を代表し、本会の業務を総理するものとする。また、法人会の会 

議に出席し、女性部に関する事項について意見を述べることができる。 

   ２ 副部会長は部会長を補佐し、部会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

   ３ 理事は本会の業務を執行する。 

   ４ 監事は本会の会計を監査する。 

 

（顧問） 

第１１条 本会に必要に応じて、顧問をおくことができる。 

  ２ 顧問は、本会の目的達成のため、必要な事項について会長の諮問に応ずるものと

する。 

第５章 会  議 

（会議の種類、構成及び議長） 

第１２条 本会の会議は、総会及び理事会とし、部会長が招集して、その議長となる。 

   ２ 総会は、部会員の全員をもって構成する。 

   ３ 理事会は部会長、副部会長並びに理事をもって構成する。 

   ４ 監事及び顧問は必要に応じて理事会に出席し、意見をのべることができる。 

（会議の議決） 

第１３条 理事会の議事は、出席者の過半数をもって決する。 

   ２ 総会の議事は、出席会員の過半数をもって決する。 

（総会の招集及び付議案件） 

第１４条 総会は、年１回、事業年度終了３ヶ月以内に開催する。 

  ２ 総会は、この規約に定めがあるもののほか、次の事項を議決する。 

（1） 事業報告及び事業計画 

（2） 収支決算及び収支予算 

（3） その他理事会が必要と認めた事項 

（理事会の審議事項） 

第１５条 理事会は次の事項を審議するものとする。 

（1） 総会に提案すべき事項 

（2） 本会運営に関する重要な事項 

（3） その他部会長が特に必要と認めた事項 

第６章 会  計 

（事業年度） 

第１６条 本会の事業年度は毎年４月に始まり、翌年３月３１日に終る。 

（本会の経費） 

第１７条 本会の運営に要する経費は負担金、助成金、寄付金等をもって充てる。 

  ２ 負担金の額は総会で定めることとし、視察研修会、懇親会等共益事業の経費に充 



てるものとする。 

  ３ 特別な事業を実施する場合において必要あるときは、理事会の議を経て特別負担

金を徴収することができる。 

第７章 雑  則 

（規約の改廃） 

第１８条 この規約の改廃は、総会の決議を経るものとする。 

 

（その他） 

第１９条 この規約に定めるもののほか必要な事項については、公益社団法人土浦法人会

の当該規定を準用し、若しくは部会長が理事会に諮って別に定めることができ

るものとする。 

付  則 

     この規約は、平成５年６月２８日から施行する。 

２．この規約の改正は、公益社団法人土浦法人会の設立の登記の日（平成２５年４ 

月１日）から適用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


